











ものを感じる。その意味はね、今までのアカデミツクな歴史家による明治維新観、そういふ のに藤村はまづ不満だ。それからマルクス主義者 いはれる人達 明治維新論 日本論といふやうなものにも──ある人の話によると 藤村は「資本論」なども読んでゐたといふが、そ が事実かどうかは別としても、一度さういふ近代的 、唯物的な歴史観 もぶつ
かつたことは事実なんだ。
（ 『 『夜明け前』合評会』 「文学界」昭
11・５）
　関東大震災後、幕末・維新を〈歴史〉として認識する現象が起
こったことはよく知られている。 『明治文化全集』が、そうした史料のアーカイブスであることは言うまでもない。しかし史料をどう「使う」かは、新たな課題として残ったのではあるまいか。例えば『日本資本主義発達史講座』が一つの解答だとすれば、藤村の『夜明け前』もその一つと言え かも知れない。 『夜明け前』は、 「大黒屋日記」をはじめとする木曾・美濃地域の文献の集積体であり、藤村の助手を務めた田中宇一郎は、 「庶民史、社会相とも云ふべきものだから、材料蒐集に なかなか容易じあありません。それをあなたに手伝つてもらひます。それには先づ図書館に行つて適当な本をさがして必要な処 書き抜いて れませんか１
」という藤村の言葉を紹介し、膨大な史料を捜査した事実を伝





































































































































































































半蔵がしきりに自己を 「弱い俺」 と呼んでいることに注意したい。この旅立ちが、はたして「夜明け」と呼べるかについても議論がある。先の座談会で中野重治は 「半蔵が村を離れること」 になり、むしろ「夜明けから逃避すること」だと批判している。いかにも『村の家』の作家らしい指摘だが、林房雄が「下からの変革」によって、 「歴史は『夜明け』に向つて動いて行く」のだと述べていたことを想起すれば、講 派的な歴史認識がこの「夜明け」に何を期待していたかも自ずと理解されて来 だろう。その点で、「農村にとどまる」かどうかの「半蔵の動揺」を評価する中野の発言を受けて菊池克己が、都で事件を起こし逃れてきた暮田正香の登場場面
（一部三幕一景）
について、 「同志をかくまふ半蔵の悩
みをもつと出した方が かつた」と発言しているのは興味深い。どうやら維新に向けて奔走する平田派同志の姿は、激烈 弾圧の中、革命に殉じた闘士と重ねて認識されていたようなのだ。一部初演の昭和九年は、 三木清が転向後の状況を 「シェストフ的不安」と呼んだ『悲劇の哲学』が刊行され 年でもある。少なくとも一部の結末において、 「弱い俺の旅立ち」とお民の前で告白する悩
























こには重要な読み替えが認められる。原作における半蔵の述懐──「われ〳〵はどこまでも下から行かう」を、戯曲では「私のものの見方 矢つ張り、一番下から見る見方だ と受け、さらに原作で「庄屋 庄屋の道があらう」を村山は、 「私は自分がやつぱり百姓だといふことを感じますね」と半蔵に語らせている。その直前で、彼が「宿役人は、武家と町人と百姓と三つの仕事をやつてゐる」と言うわけだから、ここに所謂階級意識が働いていることは明らかだろう。冒頭で触れた『 『夜明け前』合評会』の中で、村山は「藤村氏の態度は庄屋の息子であるけれども、下の者の立場にな 世の中の移り変りを見」る態度だ 述べる。つまり半蔵の苦しみも「庄屋が農民と結びつ うとして結びつけなかつた煩悶」だと言い、その意味で「現代があそこに反映されてゐる」のだとする。出席者の武田麟太郎は、すかさず「同伴者にならうとしたそれ 悲しみ」だと言い添え、林房雄も「藤村 日





うな印象的な発言が見える──「現に今の時代に居ても、やつぱし自分は庄屋の子のやうな所がありましてね、そこがプロレタリアの方の人たちの時勢を観る見方なんかとも、多少違ふ所ぢやないかと思ひますね」 。自作に群がる言説 対する原作 距離の取り方を、ここに見てとることが出来 だろう。
　それはともかく、村山は階級的に孤立していく半蔵を舞台上で

















姓桑作のセリフは、原作二部の五章に現れる。ただここでも村山は、次の半蔵の一言を付け加える──「百姓や貧乏人の云ふことを、よく聞いてやらうと云つてくれ 政府の世になつた」 。この言葉が入ることで、その「政府」によって裏切られる半蔵の姿が浮き彫りにされる。さらに戦後の改訂版では御停止木の盗伐をめぐる事件がこの後 三幕一景に添えられている。 盗伐を咎められ、宿役人に引き立てられていく農民を目前にし 半蔵は、血 吐くように叫ぶ──「今度の御一新は今までの陋習を破るところにあると明らかに仰せ出されてある。山に住む者にと 一番の陋習は檜木、椹、明檜、高都槇、
の五木が享保時代からきつてはな




























の中で、 『白夜』 について 「自




























録がある。これに関しては拙稿「監獄の『夜明け前』 」 （ 「島崎藤村研究」平
22・
10刊行予定）で分析した。




















10） 　『日本現代演劇史昭和戦中篇Ⅰ』 （平５・１ 　白水社）
（






13） 　大山功「 『夜明け前』の舞台化」 （ 「早稲田文学」昭
11・５）
（




新 　刊 　紹 　介佐々木雅發著『漱石の「こゝろ」を読む』
　大正二年秋に漱石の描いた菊図で装丁さ
れた本書は、著者 今まで「こゝろ」について書いた論文三本とパリ滞在時の日記一篇を集成したものである。
　本書の帯に 「 〈死〉 は究極の自然。 〈自殺〉







な矛盾とそれゆえの豊かさが展開される。（二〇〇九年四月 　翰林書房 　四六判 　一四八頁 　税込一八九〇円）

〔解 　璞〕
